
団体名 学振との併給可否

旭硝子財団 ×
味の素奨学会 〇
伊藤忠兵衛基金 〇
岩垂奨学会 〇
浦上奨学会 ×
大堀育英財団 〇

香雪美術館 〇※備考参照

選考で不利にはなるが、願書の「他の奨学金・助成金受給
の有無」という項目の「有」に丸をつけ、「学振に採用された」
旨の内容を記入することにより出願エントリーすることは可
能。

札幌市 〇
佐藤奨学会 〇
尚志社[武田薬品工業（株）の企業財団]×
大学女性協会 〇
帝人奨学会 〇

戸部真紀財団 ※備考参照
現在、奨学金受給中の奨学生については学振採用後も継
続して受給可能。
大学推薦については出願不可、直接応募は出願可。

中部奨学会（支給） 〇※備考参照
出願・継続の際、「学振に採用された」旨の内容を記入すれ
ばこれから出願される方も受給中の方も妨げにはならない。

中村積善会 〇
日揮・実吉奨学会 ×
日本証券奨学財団 ×
長谷川財団 ×

林レオロジー記念財団 ※備考参照
奨学生の募集自体が修士課程のみ。但し研究科によっては
博士課程が修士課程と同等のものであれば出願可。

フジクラ育英会 〇
法華倶楽部四恩育英会 〇※備考参照

みずほ育英会 〇※備考参照
育英会の奨学生の資格（学術優秀、品行方正かつ身体強
健、学資の支弁が困難）　に適えば応募可能。

三菱UFJ信託奨学財団 〇※備考参照 令和2年度のみ併給可。（令和3年度以降は未定。）

三宅正太郎育英会 〇※備考参照
出願の際、「学振に採用された」旨の内容を記入すれば出願
の妨げにはならない。

森下仁丹奨学会 ×
山岡育英会 〇※備考参照 日本人学生のみ可。
山田満育英会 〇
吉田育英会 〇
米濵・リンガーハット財団 検討中
レントオール奨学財団 〇

　　　　※令和2年3月27日更新。本公開後、団体側で条件を変更されている場合もあります。

※令和元年（平成31年）度に募集があった奨学金の内、博士課程・博士後期課程（または大学院生）が対象の団体。
   令和2年度に内容が変更されたり、募集がなかったりする場合もありますので、注意してください。


